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論文

『東亜報』に 関する初歩的研究
一 近 代 日 中 「思 想連鎖」 の 先陣と して 一

蒋　海波

は じめ に

　 19 世紀末か ら 20世紀初頭 にか けて ， 明治 日本 が行 っ て きた西洋文 明に対す る吸収 ・消

化
・再生の 成果 をア ジア に伝 えてい く　「思想連鎖」 は ， 近代ア ジ アの 思想史の 中の 重要な

事象 で あっ た 。 山室信
一

氏の 指摘 に よれば ，
こ の 「思想連鎖」 は変法維新を主張す る 『時

務報』や 『知新報』の 翻訳 に よ っ て ， 日本語 の 情報が ほ とん ど時間差なく，中国の 新学家

た ちに伝達で きた とい う特徴を有 し ， 日本 が 吸収 した欧米の 技術や制度 ・思想 ・文 化 など

を よ り効率的に 摂取す るた め の 試 み は ， 戊 戌 変法維新運動 に失敗 し ， 日本 に亡命 して きた

梁啓超 （1875〜 1929）に よ っ て 着手 され ， その 感化 を受 けて 留 学生た ち も翻訳雑誌 ， 重

訳書の 刊行 に携わ っ て い っ た とい う （山室信
一

，
2001

， p．254，　 pp。356
−357）。

「思想連鎖」

にお い て 梁啓超が果た した役割 につ い て は，すで に 複数の 研究者 に よ っ て 多角的に検証 さ

れ てい る （狹 間直樹， 1999）。 また ，中江兆民 （1847 〜 1901）の 『民約訳解』の 翻刻の 経

緯を緻密 に 検証 し
， その 歴 史的意義 に 関す る研究 （狹間直樹 ，

2013）に も示 され て い る よ

うに ，様 々 な文体を持 つ 日本語か ら ， 標準文 体を 「文 言 文」 にす るか 「白話文 」 にす るか

もまだ確定 して い なか っ た 中国語 へ の 「翻訳」 とい う知的営為に は，誤読に よ る伝達意味

の 曲折や乖離など， 多 くの 困難が横 た わ っ て い た 。

　上記諸研究には触れ られて い ない が ， これ らの 困難 な歩み の 跡を反映 した貴重な資料の

一
つ は

， 実は 梁啓超や留学生 よ り
一

足 早 くこ の 営為を実践 した 『東亜 報』で あっ た。 日本

の 新聞 ・雑誌記事か らの 翻訳 は ， 変法 維新 を主張 する 同時代の 雑誌 『時務報』の 「域外報

訳
・東文 報訳」 欄 （沈国威 2009

， pp．45
−71＞や ， 『知新報』の 「京外近事」，

「亜 洲近事」

欄 な どに も見 られるが，その 分量 は多 くない
。 例え ば 『時務報』の 場合 ， 日本紙誌か らの

翻訳記事は全 体の約 18．71％ほ どで あ っ た （陳
一

容 ，
2010

， pp．99
− 115）。 また， これ らの

雑誌が用い たテ キ ス トは新聞か らの 「報訳」 に 集中 し
， その 内容 も 「近事」 （時事）に限

定 され て い る 。
こ れ ら二 誌 と比 べ て ，『東亜報』の 翻訳 に は 以下の よ うな特徴が あ る 。

　 （1）記 事の 来源が幅広 く，新聞紙だけで は な く， 書籍 ， 専門誌 ・ 学術誌な どに も渉っ て

い る。また ，その 分野 も，法律学 ， 社会学 ， 経済学 ， 哲学 ， 宗教学等 ， 多方面 に及 ん で い

る 。
つ ま り， 日本 の 「情報」 だ けで は な く，

「思想」 と 「学問」 の 翻訳 ・紹介 を行 っ て い る 。
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　（2）翻訳 ・執筆陣は 日本滞在の 中 国知識 人 と ， 漢学の 素養 を備 えた 日本 の 民 間知識 人 に

よ っ て 構成 され て い る 。 そ の 訳 業は ， 複数の 日中人 士 の 協働に よ っ て 成 し遂 げられ た 。

　（3）翻訳記事に は ， 元 とな る 日本語の 書籍名，紙誌名 と刊行 日，号数 な どが概ね 明示 さ

れ て い る 。 これ らを手が か りに ， 訳文 と原文 との異 同を検証す る こ とが可能 に な る 。

　『東亜 報』 は 日 本 で 刊行 され た 最初 の 中国語雑 誌 とも され て い る （王 士 谷 ， 1999
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1｝

pp．43
− 44）。

「百 日維 新」 とほぼ同時期 （6 月 29 日〜 10月 6 日） に神戸 で 刊行 され た こ の

旬刊誌に は， 日本語 の 情報が大量 に翻訳 ・掲載 され てい る 。 これ まで ， こ の 雑誌 に つ い て

の言及 が なか っ たわ けで はな い （戈公 振 ，
1928

， p．120）（上海 図書館 ，
1965

， pp．934
−943）（中

野克彦 ，2000，pp．106− 112）が ，詳細な研究は ほ とん ど行 われて い ない の が現状で ある 。

　本稿は変法維新運動か ら生まれた 『東亜 報』に焦点 を当てて ， 日中の 「思想連鎖」 にお

け るそ の 先駆的な役割に つ い て の 研究で ある 。 そ の 第
一

歩 と して ，
こ れ に携わ っ た 日中人

士 の 事績 の 発掘や ，主 要な翻訳文の 概要の 日本語原著 との 比 定 ・照合 な ど，思想連鎖の 前

提で ある 「翻訳 」 に係わる諸事項を解明 した い
。 そ して ， それは 今ま で 筆者が 行 っ て きた

近代 に お ける神戸大阪華僑の 歴史や 日中文化交流の 歴史に 関す る研 究を さらに深 め る こ と

に もな る 。

1　 『東亜報』の概 要

1） 同時代 にお け る紹介

　『東亜報』創刊 の 約
一

力A 前 ， 湖南省長沙で 刊行 されて い た 『湘報』第 76 号 （6 月 2 日）

に ，
「日本寄稿」 の 「東亜報啓」 と題 した予告が掲載された 。 そ の 内容 は 「刊 印凡 例」 12

条，「辧事 条規 」 6 条，「集款 章程 亅 6 条 （計 1
， 190字 ）で あ る （中華書局復刻 版，2006，

pp、679−681）。

　そ れ に よれ ば ， 同誌刊行 の 目的 は ，
「同志 を集め て 報館を創設 し

， 中国の 振発 を主 旨と

して ， 博 く学問に精通 した人 を採用 し ， 広 く新 しい 情報 を翻訳 し，朝野 の 閉塞を打開 して
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

見通 しを よ く し， 時勢を識 る人 々 の 認識 を新たにせ しめん」 とい うとこ ろ に あ り ，
「本館

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え ら

の 主筆 と して は ， 経世に志の あ る人士 を択び ，論説 を著 して 中国 を振興 し ， 東 邦を啓発 し，
　 　 　 ま も　　　　　　　　 さか

種族 を衛 り儒教 を 昌んに し ， 新智識 を開 くこ とをその 任 とさせ る」 として い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 およ

　記事の 内容 と範囲に つ い て は ，
「一

， 宗教 。 孔 子教の提 唱を主 旨とす る。 凡そ漢学 ， 教派 ，

教会 ， 教報 ， 伝教の 章程や案件，及 び東西 人士 の 著述 ， 賛辞 ， 儒教に 関す る論説 は こ こ に

属す 。
二

， 政治。 凡 そ五 大州の 時事 ， 細か な伝 聞 ， 議院国会 ， 外 交内政の 類は こ こ に属す 。 三 ，

法律。 ロ
ー

マ 法 ， ナ ポ レ オ ン 法 典， 万 国の 交渉，公 私の 法典，吏 ・戸 ・礼 ・兵 ・刑 ・ 工 の

約章 ， 沿革の 類 は こ こ に属 す 。 四 ， 商務 。 凡そ 商学 ， 地 志 ， 農事，紡織 ，茶業 ， 国内外の

1） 本 稿で は，陰暦を漢数字，陽暦を算用数字で表す。年次記載 の な い もの はすべ て 1898年で あ る。
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物産の 販運 ， 工 匠の コ ン ペ
， 流通博覧会の 類 は こ こ に属す 。 五 ， 芸学 。 凡 そ天 文地輿，算

学声電 ， 光化汽重 ， 鉱 医格致の 類 は こ こ に属す」 と して ， 宗教 ， 政治 ， 法律，商務，芸学

（工 芸技術）の 五 つ の 分野 を 中心 に ， 幅広 く渉猟す る こ とを予 定 して い る 。

　書籍の 翻訳
・刊行に 関して は ，

「凡 そ東西 両洋の 学者や著名な専門家に よ っ て 著訳 され

た新説 は ， すべ て
一

冊 に して 単行 す るが ， 本館で はそ れ らを付録 と して 誌 上 に掲載す る」

と して ， 翻訳出版事業の 計 画 も予 告 され て い る 。

　そ の 他 ，
「辧事条規」 で は ， 総理 1 人 ， 撰述 2 人 ， 繙訳 3 人 ， 編校 2 人 ， 司事 1 人 ， 謄

写 6 人 ，雑役若干 人をス タ ッ フ と して 採用す る こ とを述 べ ，「集款章程」 で は， 「現在 ，資

金
一

万 五 千元 を備 えた 」 と して ， その 充実ぶ りをア ピー
ル して い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うず くま

　 日本で の 刊行理 由に つ い て は 「日本 は東方の 要衝に踞 り ， 万 国の 時務 ， 電 報飛ぶ が ごと
　 は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 べ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら

く馳せ ，輪船は 中国に 至 る に 三 日 に して 達す可 く， 中国に て 事を訪ぬ るに較 べ 尤も迅速な

りと為す」 と して ， 日本 で の 刊行の 利点は 情報伝達の 利便性 に ある と強調 して い る 。

　『東亜 報』発 刊後 ， 『時務報』第 66 冊 （7 月 9 日） と第 67 冊 （7 月 19 日） に も ，
「日本

東亜 旬報啓」 と題す る以 下の 広告が掲載 され て い る （中華書局 ， 1991，p．4484，　 p．4548）。

　　　本報館は神戸 下 山手 通 二 丁 目三 十
一

番 に設 け ， 中 日の 通 人 を招聘 して ， 撰述 と新聞

　　雑誌や章程 な どの 翻訳 に従事せ しめ る 。 論説 ， 宗教，政治，法律 ，商務，芸学の 六門

　　に分 け る 。 毎 号 に西 洋 書籍及 び 図録 を 附す るほか ，各種重要書籍 の 翻訳 ・販 売 も兼ね

　　る 。
五 月 中旬 に刊行 ，通年 の 定価 は四元 ， 分売は毎号

一
角半 ， 送料は 別途相談 。 上海

　　大馬路泥城橋に あ る大 同訳書局 内の 『知新報』分館で購入 され た い 。

　『東亜報』の 刊行に関す る 日本 国内で の 報 道 と しては ， 『東京 日 日新聞』7 月 8 日 7面 の 「新

刊雑書」 欄の 「東亜 報第
一

冊　本邦発行の 諸雑誌 中の 材料を捉 へ て 支那文寧 ろ漢文 に翻訳

す るは東亜 報 の 本領這般 の 業豈文明の 為に益な し とせ んや （神 戸下 山手通二 丁 目東亜報館

定価
一

年
一

円）」 とい う短い 記 事が ある 。 また，戊戌政変直後の 10月 8 日 ， 神戸で 刊行 さ

れ た英字新 聞に KANG 　yu−orEIと題 す る記事 が掲載 され て い る 。 日本滞在 中の 康有為 （1858
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ 　 　マ

〜 1827）の 弟 子 の
一

人 （氏名 は 不 明 ） へ の 取材記 事に は， 「こ こ 神戸 で は ，
一

つ の 季 刊

誌 が康有為 の 主義を主 張す る こ とに 力 を注 ぎ，主 に 中国で の 発 行 を意 図 と して い る 。 数

週間後 に ， 横浜で も中国語 の 日刊誌 がそ れ と同 じ主 張で 発行 を予 定 して い る」 （TffE　KOBE

CHROIVJCLE皿 （67），　 p．287．） との 記述 が あ り， 『東亜 報』と梁啓超の 『清議 報 』 との 繋が

りを示唆 して い る 。

　 なお ，『東亜 報』の 停刊 に つ い て ， 中国 々 内刊行 の 『増版東西学 書録 』 （徐維則 ら編 ，

1899年初 版 ，
1902 年 増版） に そ れ を 示 す ， 次 の よ うな記 述が残 され て い る （熊月 之 ，

2007，　p．148）o

　　　『東亜 報』， 活字本 ， （報館は）日本 に設 立
。 中・日人 の合 同翻訳 に よる 。 韓曇首 ら撰述。

　　その 欄 目は ， 宗教 ， 政治 ， 法律 ， 商務 ， 芸学 ， 経世文選。各冊 に書籍を附す 。
い ずれ

　　 も 日本 の 各紙誌 か ら採録。 附 して ある書籍は み な政治 と法律関係 。 光緒二 十四年五月
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　　か ら， 月 に三 冊刊行 。 今で はす で に停刊 。

2 ） 『東亜 報』の 概観

　実際 に刊行 された 『東 亜報』 に は ，前 出の 『湘報』 の 予告 内容 とは若干 の 相違が あっ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）

こ こ で は 筆者 が 目に し た 『東亜報』 の 概要 を整理 し て お こ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3）

　報館の 所在地 は神戸 下山手通 二 丁 目三 十
一

番で ある 。 旬刊，線装書 （和装本）。 前半 （第

1 〜 6 冊）各冊 の 扉頁に は漢字誌名 「東亞 報」 （縦書き）の 下に 「トウア ホ ウ」 （右か ら）と，

英字二 段 で 「THE　BRITISH」，
「EASTERN　ASIA　NEWS」 とあ る 。 第 7 冊以降は英字誌名の 表記

が 「THE　 EAST　 ASIA 」，
「ISSUED　 THREE 　 TIMES 　 IN　A　MONTH 」 に 変わ っ て い る 。 紀年に は 「孔

子生二 千四百 四十 九年亅 と 「光緒二 十 四年」 を併用 して い る 。

　欄 目に は論説 ， 宗教，政治 ， 法律 ， 商務 ， 芸 学 ， 路透専電 （ロ イ ター通 信社の ニ ュ
ース ），

五 洲 彙電 （各種 の シ ョ
ー トニ ュ

ー
ス ），経世文選 ，新書選録 （「神戸東亜書局叢書」）， 布告

（広告 と奥付 ）な どが あ る 。 1冊平均 36 丁， 1丁約 960 字， 1冊合計約 34，560字 で ある。

各冊 に 1 枚の 図録 （肖像画 また は地図）が付されて お り， その 詳細は 下記の 通 りで ある 。

　第 1 冊 （五 月 十
一

日 ， 6 月 29 日），素王聖像 （孔子 肖像）。

　第 2 冊 （五 月 二 十
一

日 ，
7 月 9 日）， 亜 細亜 詳細 図 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア メ リカ

　第 3 冊 （六A 一
日，7 月 19 日），美 国大総統華盛頓 （ワ シ ン トン ） 肖像。

　第 4 冊 （六A 十
一

日， 7 月 29 日），中国夏殷周三代詳細輿 図。

　第 5冊 （六 月 二 十
一

日 ，
8 月 8 日）， 日本皇 帝 （明治天皇） 肖像 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ シ ア

　第 6 冊 （七月
一

日，8 月 17 日）， 俄国今皇帝 （ニ コ ライ ニ 世） 肖像。

　第 7 冊 （七月 十
一

日 ，
8 月 27 日）， 清国直隷省之 図 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ドイ ツ

　第 8 冊 （七 月二 十
一

日 ， 9 月 6 日），徳国今皇帝 （ヴィ ル ヘ ル ム ニ 世） 肖像 。

　第 9 冊 （八 月
一

日，9 月 16 日），清 国 山東省 之図 。

　第 10 冊 （八A 十
一

日，9 月 26），英国女皇 （ヴィ ク トリア 女王） 肖像 。

　第 11冊 （八月 二 十
一

日， 10月 6 日）， 中国盛京省南部精細図。

　代理販 売所 の 数に は若干増減があるが ，最 も多 く掲載 され て い る第 5 冊では ， 広東 を除

く中国国内の 74 ヶ 所， 広東 （香港 ，
マ カ オ を含む） の 85 ヶ 所 ， 南洋 の 74ヶ所 ， 南北ア

メ リカ の 27 ヶ 所，日本の 10 ヶ 所が リス トア ッ プ され て い る。そ の 多 くは華商の 商社 （店）

で あ る 。

2）　『東 亜報』は 中国の 中央編訳局，上海図書館，広東省 中山図書館，日本 の 京都大学人 文科学研

究所な どに所蔵 されて い る 。 本稿で は広東省 中山図書館 と京都大学人文科学研究所の 複写本 を併せ

て 参照 させ て い た だ い た
。

3）　『東亜 報』の 所在地 に つ い て は 「下 山手通二 丁 目三 十一番」 と 「下 山手通 二 丁 目二 十
一

番」 と，

二 通 りの 記載 があ る。三十
一

番は広東華僑 の リーダー楊寿彭 （英国汽船会社 P＆0 の 買弁）の 住居 で （安

井三吉，2009，pp．　1−16），二 十一番 は広東華僑の 集会場 「広業公 所」 （1876年設立 ）の 所在地で ある。
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　 3 ）『東亜 報』に携わ っ た 人 々

　 『東亜 報』各冊の 布告欄に は，関係者の 氏名 と出身地や字 ，号な どが ，次の ように記 さ

れ て い る 。
「総理 新会簡敬可 石郷 。 撰述番禺韓曇首雲台 ， 南海康同文介甫 ， 番 禺韓文 挙樹園，

順徳呉天 民介石 。 東西文繙訳 日本角谷 大三 郎 ， 日本橋本海関 ， 日本大橋鉄太郎。 発行人葉

棟」。 これ らの 人物に つ い て ，現在判明 して い る事柄 を記 して お こ う。

　 まず 中国人に つ い て 。

　 （1）簡敬 可 （1860 〜 ？）， 広 東省新会県 の 人 ， 字は 石 藩 。 1892年長崎 に来 て ， 1897年

大 阪広 業公 所幹事 ， 1898年神戸 に移住 ， 住所は広 業公 所の ある海岸通 二 丁 目 （中華会館，

2000， p．　66）で あ る。

　 （2）韓文 挙 （1864 〜 1944）， 広東省番 禺県 の 人 ， 字は 樹 園 ， 号 は 孔庵 （广）， 別 号 は捫

虱談虎客な ど。
1891 年 万木 草堂に入 り， そ の 学長 （弟子 た ちの 長）とな り ，

1897 年か ら 『知

新報 』に 「万 国公政説」 など 5 篇の 論説を発表，梁啓超 と共 に湖南省長沙 の 時務学堂 の 教

習 とな っ た。 1899年，横浜大同学校の創設や 『清議報』『新民叢報』の 編集刊行 に も係 わ っ

た。民国期 に入 っ て 後，広州 に 戻 り，南強公学，覚是草堂 などを創設 。 晩年を香港 で過 ご

し ， そ の 地で死 去 （何広楼 ，
1977

， pp．298
−300） （蒋貴麟 1980，　 p．23） （広東省中山図書

館 ほ か ， 1992，p ．497） （陳玉 堂 ，2005，　 p．1204）。 著作に 『近世 中国秘史』（1904），『韓樹

園先生遺詩』 （伍憲子等 ， 1948）が あ る 。 『東亜 報』には論説 「大 地宜奉 孔教主紀年議」 を

発表 して い る 。

　 （3）康 同文，生卒年不 詳，広 東省南海県の 人，字 は介甫 。 康有為の甥 （呂順長 ， 2012b，

pp．399
−428）。 『東亜 報』に は論説 「俄割東方弗利 日本説 」， 訳述 「美国憲法」を発表 して い る 。

　（4）韓曇首 ，
生卒年不詳 ，

広 東省番 禺県の 人 ， 字 は雲台 ， 又 は仁甫 ， 無 （旡）首な どの

名 もある 。 韓文挙の 同族の 弟 ，万 木草堂 の 弟子 。 『東亜 報』に は論説 「東亜 報 叙」，
「日本

四十七侠士 伝叙」， 訳述 「社会学新義」， 撰作 『日本七 十三 義侠伝』 を発 表 し ， 海外 で 変法

維新 の 論 陣を張 っ た 最初の 人物 とされて い る （蒋貴麟，1980，p．21） （李 雲光 ，
1983

，
　p．42）。

　 （5）呉 恒嶂，生 卒年不詳，広 東省順徳県の 人 ， 字は介石 ， 号は天 民 。 『知新報』に 「知

新報縁 起」 （第 1 〜 3 冊 連 載 ，
1897 年 2 月 22 日 〜 3 月 3 日） を発 表 し た。『東 亜 報』 に

は 著述 が 見当た らな い
。 何 らか の 事情で 行方不 明 に な っ た よ うで あ る （丁 ・趙 ， 島 田 ，

2004，　p、372）。

　 （6）葉棟 ，生卒年不詳，『東亜報』第 1 冊には ，発行人 と して 「英葉棟」 と記 され て い るが ，

第 2 冊以 降は 「英」 の 字が 削除 され て い る 。 英国 と係 わ りの あ る人物 と思われ る。

　次 に ， 日本人 に つ い て 。

　（1）角谷大 三 郎 （？ 〜 1921），
1893 年 5A ，大 阪地方裁 判所所属 弁護 士 （大 阪弁 護士

会 ， 1937， p，1115）。
1900 年 ，徐 勤 （1873〜 1945） と と もに 東 邦協会に 入 会 ，

1903 年か

ら 1913 年にか けて
， 和歌 山裁判所の 判事 を務め た （『東 邦協会会報』第 46 号，第 68 号，

（JACAR） RC：A11112935000）。 『東亜 報』で は専 ら 「法律」 欄の 訳 述 を担 当 して い る 。
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　 （2）橋本海 関 （1852〜 1935），名 は徳 ，字は 有則 ，通称小 六 ，海 関は 号，播磨 明石 の

人 。 明石 藩校 「敬義館」 教師 （山内直
一

， 1914， p．60） （中野 直行 ， 2004，
　 pp ．12− 22）， 神

戸師範学校 （現在の 神戸 大学発 達科学部の 前身）助教諭 な どを務め た （樽谷 明吉 ，
1928

，

p．163）。 著作は 『明石 名勝古事談』 （1920 〜 33）， 『馬 牛裾』（1933）， 『馬 牛裾餘輯』（1935）

な ど十 数種に及 び ， 鄭孝胥 （1860 〜 1938） ら中国の 文 人 とも交遊 した （柴田清継 ， 蒋海

波， 2010， pp．11−25）。『東亜報』では 「政治」 「商務」 「芸学」 （計 152項 目）の ほか ，
「宗

教」 欄 で 4 篇 ，
「新書訳録」 欄で 「万国公 司新法」 な どの 翻訳 を担 当。 なお ， 海 関の 訳書は ，

後述する 「東亜 叢書」 の ほ か に ， 以 下 の 漢訳 書が 中国 国家 図書館 に所蔵 され て い る。

　 （a ）市村噴次郎 ， 滝川 亀太郎編 『支那史』 （教育世界社 ，
1903）

　 （b）佐 々 木祐太郎 『小学農業教科書』（農学叢書第五集 ， 江南総農会 ， 光緒年間）

　 （c ）添 田寿
一

『経済教科書』（金 陵江楚編訳官書局 ， 光緒年間）

　上 記 （a ） の 原 本 は 同名 の 著 （林縫之 助刊 ，
1888 〜 92）と比 定 され て い る （李孝 遷，

2003， pp．101− 110）。 （b） （c ）はそれ ぞれ金港堂書籍刊 の 同名 の 著 （ともに 1901年刊）に

比定 され よ う。 また ， 『清 日戦争実記十五巻』（日本人原著 ， 光緒二 十四年 ， 十冊）とい う

訳 書 も あ るが （張 暁 ，
2012

， p．172）， ほ ぼ同名の 日本語原著 （『日清戦争実記』 な ど）が

多数存在 して い る た め，今の とこ ろ ， 原著 との 比定は で きて い ない
。

　 （3）大橋鉄太 郎 （1869〜 ？），号は蘇南，九 華，島根県の 人 。 新聞 『日本』の 記者 を経て ， 『静

岡 日報』『神戸 新聞』『九州 日報』『北国新聞』『東京毎 日新聞』の 記 者や 編輯長 ， 社説担当

な どを務 め た （宮武 外 骨 ， 西 田長寿 ， 1985， p．23）。 著作 に 『警察要訓』 （神戸 ，
1903）， 『警

察倫理 談』（福岡 ， 1907）， 『手紙の 話 』（松 江商工 学校 ， 1936）が ある 。 『東亜報』で は 「政治」

欄 と 「宗教」 欄 （合計 210 項 目）の 翻訳 ， 『美国鳥約 京 城風 土記』の 翻訳を担 当 して い る 。

　日中の 編訳者の 間 ， 韓曇 首 と橋本海関 との 交流 は ，『東亜報』 の 刊行 と深 く関 わ っ て い る 。

海関の 長男，南画家・橋本関雪 （1883 〜 1945）が残 した ，次の 回想 （橋本 関雪 ，
1924

， p．144）

はそ の 証 言で あ る 。

　　　例 の 康有為が 亡命 して 来た 頃は，その 兄 の 康孟卿 は私 の 家に寄寓 して 居た 為め に ，

　　い ろん な支那人 ， そ の 頃国事に 関係 した連中な ど も大抵 は私 の 家へ 来 て ， 朝か ら晩ま

　　で 昼は 牛肉の す き焼なんか つ つ き乍ら暮 して か へ るが普通で ，なん の こ とは無い
。 そ

　　れ 等の 人の集会所の や うな感 じがあつ た 。 時に は
一

日刑事が 門口 で 張 り番 を して居 た

　　こ となんか 小供 心 に覚えて 居 る。 そ の 時韓曇首と云 ふ男は ， や は り康有為 の 門生で ，

　　
一

ばん聡 明 らしい 感 じの す る男で あっ たが
， 覚束ない 筆談で 画 の 話 な どを した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4）

　康有為の 従兄 康孟卿　らが橋本海 関の 自宅に居候 した こ とや ， そ の 生活 ぶ り ， 関雪 と韓

4）　山本憲 の ご遺族か ら高知市立 自由民権記念館 に寄贈 され た 『山本憲関係 書簡』の 中に ， 康孟卿 （有

儀）か らの 書簡 93 通 が含ま れ て い る。康孟卿に つ い て 山本憲 の 書き付け には 「康有儀字孟卿，広東人。

来入予大阪塾，与康有為為従兄。南海来奔 ， 前後書札数枚，可 以 徴戊戌政変事情」 が あ る （吉尾 寛 ，

2008）。
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曇首 との 交流， さらに 警察の 見 張 りの 模様 などが記 され てい る。時の 兵庫県知事大森鍾
一

か ら外務大 臣大 隈重信 へ の 次の よ うな 報告 は ， この こ とを裏づ ける もの で ある （（JACAR）

Ref．　BO3050063900）。

　　　聞ク ニ 阪神間在留広東人 ノ組織二 係 リ，這般 ノ 清国改革派 ノ首領 トモ 見ル ベ キ康有

　　為ノ機関 ト認 ム ル 市内下山手通 二 丁 目東亜 報 ト称 ス ル 雑誌発行処 ハ 康 ヲ尊崇 ス ル 色ア

　　ル ノ ミナ ラズ
， 其甥ナル 康同文 ナル モ ノ ハ 東亜 報 二 執筆シ ，又 康有為 ノ従弟ナ リ ト云

　　 フ 康孟卿 ハ 現時大阪ナル 山本憲ノ 私塾 二 目本語学ノ研究中ナ リ　（句点は 引用者）。

　『東亜 報』 を 「清国改革派 ノ首領」 「康有為 ノ機 関」 と見 て ， 康有為の 甥康同文 がそ れ に

執筆 し た こ と，従弟 （従 兄）康孟卿 （1858〜 ？）が 山本憲 の 漢学塾 「梅清処塾」 で 日本

語 を学んで い た こ とな どが報告 され て い る 。 なお ， 康孟卿は の ちに 『清議報』の 刊行準備

と 目本語の 翻訳に も係 わ っ た （吉田薫，2011，pp ．1−14）。

　 山本憲 （1852 〜 1928）， 字 は永弼 ， 号は梅崖 ， 梅 清処主人な ど ， 高知県の 人 。 1897年

秋 か ら冬 に か け て 中国を旅 した梅 崖 は，上 海 で 『時 務報』を 主 宰す る 汪康年 （1860〜

1911） と親交を結ん だ （呂順長 ，
2008

， pp．29−42）。
1897 年末 ， 康同文 は大阪 の 梅清処 塾

に入 り， 日本語 を学んだ ． 康同文 ， 康孟卿 の 翻訳の 力 量は梅崖の 手 に よ っ て 培われ た の で

あろ う （呂順長 ，
2012a

，
　 pp．323

−341）。

　か く して ， 神戸 大阪 を拠 点 とした 『東亜報』に は，漢学者 山本梅崖か ら 日本語 を学んだ

康有為 の 門人 ・子弟 と，弁 護士 角谷 大三 郎，漢詩文 に精通 する橋本海関，新聞記者大橋鉄

太郎 らの 執筆 ・翻訳 陣の ほ か，広 東省 出身の 華商も加 え ， 維新運動 に熱心 な 日 中協働 の グ

ル
ープが結成 された 。 『東亜 報』の 訳業 は彼 らの 手 に よ っ て 生 み 出 され たの で ある 。

∬　 『東亜報』の 主要欄目

1 ）論説欄

　論説欄 は通常，各冊誌 面の トッ プに掲載 され てい る 。 そ の 概要は以 下 の 通 りで ある。

　韓曇首の 「東亜 報叙」 （第 1 冊 ， 約 2
，
700 字） は

，
こ の 雑誌の 主 旨を表明 して い る 。 す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 きようじや く 　 　 　 　 　 　 　 　 ち ぐ

なわ ち 「今夫れ 国勢 の 彊弱 を察せ ん に は ，朝野の 知 愚を視，朝野の 知 愚 を察せ ん には ， 報
　 　 た 　か 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　せ い き よ う　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 たの 　 　 　 　　 　 　 　 　 　ちようもん

館の 多寡を視 る 。 列 国の 盛 彊は ， 報 （紙誌 ） を恃み て 以て 其 の 聴聞 を新た にす るな り」 （2

丁） と して ， 維新運 動 にお け る新 聞の 重要性 を強調 してい る。 日本の 『先哲叢談』 （原善，

1816）や 『泰西新聞論』 （天 野 鎮三 郎 ，
1887）， 『東亜之大勢』 （末広 鉄腸 ， 1893）な どに も

言及 して い る 。

　韓文 挙の 「大地宜奉 孔教 主 紀年議 」 （第 2 〜 3 冊 連 載 ， 約 5
，
　300 宇） は ， 孔 子 紀年 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふる　　　　　　　　　　　　　　 ひ ろ

汎用 を強 く主 張 し， そ の 利 点 を 「若 し夫 れ 中華固 有の 風 気 を振 う可 く，聖 教を光 くす可
　 　 　 　 　 は　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い つ

く， 国体を 張る可 く， 政声を揚 ぐ可 く ， 人 心 を靖ん ず可 く，民俗 を壱 に し，黒 白を正 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ば ん い 　 ひ と 　 　 　 　 だ い こ う　 き　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か

く して
一

尊を 定め ，万 彙 を斉 し く し大号に 皈せ しむ可 く，歳 月 を仮 らず ， 大衆を動 か さ
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　 　 こ く　ど　 　　 へ　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　よ

ず ， 国帑を耗 らさず，巨金 に資 らず，徳を して 流行せ しめ，郵便 局 を置 くよ り速や か に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な

して 命を伝 うる者は ， 中国の 教主 孔子 の 紀年を 以て 要義 と為すに如 くは莫 し」 （第 2 冊 2

丁 ） と説い て い る。 こ の 呼び か けは ， 康有為の 「孔子 紀年」 の 主張 （村 田雄二 郎 ，
1992

，

pp．513
− 546）を敷衍 した もの で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま も

　康 同文の 「俄割東方弗利 日本説」 （第 4 冊 ， 第 10 冊連載 ， 約 2
，
900 字）は ，

「黄種 を護
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ か

る」 「ロ シ ア 人 を拒む 」「宗教を昌ん に す」 「商業 を保 っ 」 （第 4 冊，5 丁 ）な どの 目的の た め，

中 日が連携 して ロ シ ア の 東 ア ジ ア 進 出に立 ち 向か うこ とを強 く呼び か けて い る。

　無署名の 論説 「宰割中国議」 （第 5 〜 8 冊連載 ， 約 10
，
000 字）は ， 実は英 国人ホ ル ト ・

エ ス ・ホ ー
レ ッ ト氏 の 「支那 分割論」 （『東邦協会会報』第 46 号 ， 6 月 20 日）の 日本語訳 （訳

者不 明）か らの 重訳 で ある 。

　署名 「憂亜 子」 の 「論英俄交奪中国権利 」 （第 9 冊 ， 約 2
，
400 字）は 中国が列 強 （特に露 ，

英）に蚕食 され る現状 を列挙 し，悲観 的な心境 を表明 して い る。

　無署名の 「横浜闔埠華人倡祀孔子啓（倡祀孔子 章程附）」（第 11冊 ， 約 1
，
730 字）は ， 同 日（10

月 6 日）刊行の 『知新報』第 67 冊 で は ，同 じ文章の 執筆者 を 「同人公 擬i， 徐 勤属稿」 と

して い るの で ， 作者を徐 勤 と見 て 差 し支 えな い
。 こ の文 章は ，そ の 発表後の 10月 12 日 （旧

暦八 月二 十七 日，孔子誕 生 日）に横浜 中華会館で 開かれ た釈奠祭 （孔子生誕祭） の趣意書

の 性 質を持 つ が ， 式典 その もの は 横浜の 華僑社会に 政治的対 立 を もた ら した （藤谷 浩 悦 ，

2005
，　pp，17

−32）。

　韓曇首の 「日本 四 十七 侠士 伝叙」（第 3 冊 ， 約 290 字）は赤穂義士 物語の 訳書の 序文で ある 。

無署名 の 「開闢美洲閣竜航海家独列 幾合伝叙」（第 5 冊 ， 約 360字），
「美国鳥約京城風土記叙」

（第 9 冊 ， 約 230 字），
「日本竜馬 侠士 伝叙」 （第 10 冊 ， 約 430字），

「李肝江先生経邦三策叙」

（第 10冊，約 300字） な どに至 っ て は ，訳書や翻刻書の 序文 をもっ て 論説 に充てて い る 。

　以上 の よ うに ， 自らの 主張を ス トレ ー トに反映で きる 論説欄に 限 っ て い えば ， 康有為の

門人 韓曇首 ， 韓文 挙，子弟 の 康同文 らの 論説は 1篇ずつ （総字数は 10
， 900 字） しか 掲載

されて い ない
。

「論英俄交奪中国権利」 や徐勤の 「横浜闔埠華人倡 祀孔 子 啓」 と も含めて

計算して も ， 論説は約 15
，
　030 字に過ぎない

。 重訳 の 「宰割 中国議」 は約 10
，
000字 。 序文

類 5篇 の合計字数は約 1，340 字 。 した が っ て ， 論説 ・重訳 ・序文の 比率は 57％ ・38％ ・5％

とな る。 分量 的には撰述者 の 主張は 論説欄全体の 約 6 割に止 ま るわ けで あ る。 論説欄の 総

宇数 （26，370字）が雑誌全 体の 分量 （11冊合計約 380
，
160 字）に 占め る割合は 7％に 過

ぎな い か ら， 誌面 の 90％以 上 は翻訳文 に よ っ て 構成 され る こ とが分か る 。

2 ）宗教欄

　宗教欄 に は儒教を 中心 に ，宗教 に 関す る訳 文 5 篇 と世 界地 理 知識 の 訳文 1篇 が掲載 され

てい る。 そ の 概要 は以 下 の 通 りで あ る 。

　「孔子創 造天 地論」 （第 1 冊 ， 約 390 字 ， 橋本訳） は 久津見 息 忠 （号 は蕨村な ど ， 1860

〜 1925） （久津見蕨村，1926，pp．741
− 768）著 『世界之十大宗教』 （普及舎， 1897，　 p．114）
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第 10章 「結論」 部分の
一
節 （約 540 字）の 抄訳で ある 。 同著は エ ジプ ト， ギ リシ ャ ，

ロ
ー

マ ，ス カ ンヂナ ビヤ の 古代宗教 とユ ダヤ教 ， イ ス ラム 教 ， 基督教 ，
ペ ル シ ャ 教 ，

バ ラモ ン 教 ，

仏教 か ら成 る 「世界 之 十大宗教」を紹介 して い る 。
「儒教」は 「十大 宗教」以外の もの と して ，

結論 の 部分で 言及 して い るだけで
， 全体の 中で 占め る割合 は ご く僅か で あ る 。

　 「荀子創辨学説」 （第 1〜 4 冊連載 ， 約 3
，
500 宇 ， 橋本訳 ）は桑木厳翼 （1874 〜 1946）著 「苟

子 の 論理説 」（『早稲 田学報』第 14 号 ， 4 月 25 日，pp．47−59，約 7，000 字）の 全訳 で あ る 。
「荀

子 の 論理 説 亅 で は桑木が 『苟子 』正 名篇 に注 目して ， 三段 論法 とは別 に，中国古代 に は公

孫竜 （前 498 〜 ？）， 恵施 （前 370頃〜 310 頃） らの 詭 弁か ら荀 子 （前 340 〜 ？）の 論理

説 へ と収 斂す る発展 過程 が あ っ た との 見解を示 して い る （坂出祥伸 ， 1994， pp．95− 118）。

　 「論孔 子為宇宙
一

大思想家」 （第 2 〜 4 冊連載 ， 約 2
，
300字 ， 大橋訳 ） は松本 文三 郎 （1869

〜 1944）著 「孔子論」 （『早稲田学報』第 13 号 ，
3E28 日 ，

　 pp．17−28 ， 約 6
，
500 字） の 翻

訳で は あ るが ， 訳文 に 「省略」 が散見す るほ か ， 最後の 結論部分 （約 610 字）を訳 さず に

終了 して い る。

　 「読孟子豪傑之士説」（第 4 冊 ， 約 540 字 ， 橋本訳 ）は 吉田松陰 （1830〜 1859）著 『講孟箚記』

（巻 四十 章） （『陽明 学』第 45号 ，
3 月 15 日， pp．53

−54
， 約 860 字） の 部分訳 で あ る 。

　 「周濂渓張横渠二 子哲学論」 （第 5 〜 6 冊連載，約 3，800 字 ， 大橋訳） は吉 田静致 （1872

〜 1945）著 「周張二 子 の 哲学 （周子 を略説 し張子 を詳論す）」 （『哲学雑誌』第 13巻第 137

号 ，
7 月 10 目 ， pp．537

− 555
， 約 13

，
700 字）の 抄訳 で あ る 。 同論 文 は 同誌次 号 （8 月 10 日 ，

pp．621
−645）に約 11，430字の 続編 次 々 号 （9　A　10 日，pp ．703− 722）に 約 10，000字 の続 々

編が 連載 され た長文で あっ た 。 周敦頤 （1017 〜 1073）， 張載 （1020 〜 1077）の 本体 （性理 ）

論 に 対 して
，

ハ ル トマ ン （Hartmann　Nicolai，
1882 〜 1950）の 範疇論 に よる解釈を試み て

い る 。 『東亜 報』で の 翻訳は こ の 形 式に対応 しきれ ず ， 原 論文 の 「緒言 亅部分の み を 「略訳 」

した もの で あ っ た 。

　 「万国 新地 理 学問答」 （第 7 〜 11冊連載，約 6，　800 字，橋本訳） は 岡村増太 郎 著 『万 国

地理 新問答』の 第
一

編緒論 （吉岡本店，1896，pp．1−47， 約 22， 000 字）の 部分訳 で あ る 。
「宗

教欄」 は第 7 冊以降は ， 専 らこ の 「万 国新地理 学問答」 の 連載 に誌面 が 当て られた。欄 目

と して は 事実上 の破綻 を意味す る 。

3 ）法律欄

　法律欄 の 翻訳 は全 て角谷大三 郎が担 当して い る 。 そ の 詳細 は以下の 通 りで あ る 。

　国際公 法 に 関す る一連 の 訳文 「国際公 法総 論 」 （第 1 〜 2 冊連載 ，約 2，230字）， 「第
一

国際公法之 主体」 （第 2 〜 5 冊 ， 約 5
，
460 字），

「第二 国家権利」 （第 7 冊 ，約 720字） な ど

は ， 『最近世 国際公 法論』 とい う著作 か ら訳 した と記 され て はい るが ，同名 の 著作 は見当

た らない 。 しか し，「第
一

国際公 法之 主体」 を 「訳」 した あ と ， 角谷 が発 した議論を見れば ，

こ の 連載は 「訳文」 とい うよ り，角谷が 「編述」 した著作で ある こ とが分か る 。 そ の 議論

とは ，次の よ うな内容の もの で あ る 。
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　　　現在 ， 欧州列国は常 々 事に託 して 支那領土を占領 し よ うとして い るが ， 支那 には も

　　 とよ り国際上 ， 全 き権利が備わ っ て い るの で ある 。 しか し支那 はい たず らに列 国の 威

　　嚇 を恐 れ るばか りで ， そ の 陰謀の なすが まま に な り，国際上 の 権利 が どこ にあ るか に

　　気づ い て い ない
。

こ れ は 自国の 権利 を侮蔑す る もの で あ る 。 そ の 危 害は東洋 全体に及

　　び
，

一
般の 安危 に も関わ る もの とな っ て い る 。 故に志士 は痛恨 しなが らも ， 対処す る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　 　　　

　　 こ とがで きない で い る。余は 「国際之 主体」 を編述す るに 当た っ て ， 思わず涙が とめ

　　 どな く溢れ 出 し ， 筆 を擲 っ て しき りに嘆息す るの で ある 。 （第 5 册， 17 丁 ， 傍点は 引

　　用者 ）

を見れ ば ， こ の 連載は 「訳文」 とい うよ り，角谷が 「編述」 した著作で ある こ とが分か る。

　 「比律賓島新立 共和国憲法」 （第 6
，

8 冊連載 ， 約 1，000字）は フ ィ リピ ン 革命政府が発

布 した憲法の 日訳文 を重 訳 した もの で あ る 。 日本語 の 出典 を，前半は 「『東邦報』（8月 4 日）」，

後半は 「『東邦報 』（6A20 日）」と して い る 。
い ず れ も明 らか な間違い で ある。正 し くは 『大

阪朝 目新 聞』（8 月 4 日 2 面 ， 同 5 日 2 面）の 連載 「比律賓の 新憲法」（計約 2， 100字）で あ る。

　 「徳国四大法曹」 （第 7 冊，約 1
，
000字）は その 題 目 と本文 とが羊頭狗 肉の 関係 に な っ て

い る 。 訳題 に 該 当だ けな ら， 『法学新報』の 第 82 号 （1 月 20 日）か ら第 89 号 （8 月 20 日）

に か けて 連載 された ， 日本の 法学士 「不 須多楼主人 」 と 「錦江学人」 の 共訳に よる 「独逸

四大法曹 （ブル ン ス
， ウヰ ン ドヤ イ ド，イ ヱ ー リン グ及 グナ イ ス ト）」 が， これ に該 当 し

そ うに思われ るが ， 内容 は全 く異なる。実は 「独逸 四大法曹」 の 連載の 5 回 目に 当た る 『法

学新報』第 86 号 （5 月 20 日 ， pp．　28−32） の 中の ，そ れ に 後接す る頁に 掲載 され て い る石

山弥平の 論文 「行政裁判所廃止論」 （約 1，
　800 字）が ，

「徳国四 大法曹」 の原著 として比 定

で き る もの で あ る。

　「中国借地 通 商条約管見」 （第 8 〜 9 冊連載，約 1，620 字） は，渡 辺智与樹 著 「清 国貸渡

地 二 於 ケル 通 商条約 ノ効 カ ニ 就テ ノ卑 見」 （『法学新報』第 87 号，6 月 20 日， pp．56− 59，

約 2，　700字）の 抄訳 で ある。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ベ ル ギ

　

　 「比 利時国現行選挙法」（第 9 〜 11 冊 ，約 3
，
900 字）は若林信夫が訳 した 「白耳義国選挙法」

（『法学協会雑誌』第 16 巻第 7 号 ，
7 月 1 目 ， pp．578−593＞の

一
部 （第 41 条ま で ） を翻訳

した もの で ， 同誌次号 （8 月 1 日）に も連載が あ り，翻訳 された条文の 数 は 199 条 にの ぼ

る 。 訳者名は 「法科大学生若林信夫君 」か ら 「法科 大学生若林栄次郎君」に 改め られて い る 。

若林栄次郎 （1847〜 1932）とは ，る べ 博覧会印度支那委員会等編 『印度支那 総覧』（1915），

ア ル チ ュ
ール ・ヂ ロ ル 著 『殖 民及殖民法制原論』 （1918），シ ャ ル ・ヂー ド著 『社会改進策』

（1921）な どの 訳著を残 し ， 東京高等商業学校 （
一

橋大学 の 前身）教授 な どを務めた人物

で あ る。

4 ）政治，商務，芸学，経世文選欄な ど

　日本の 紙誌 か らの 情報は政治，商務 ，芸学な どの 欄に収 め られ て い る 。 中外交渉を 中心 に ，

国際情勢，政治経済 ， 科学技 術な どがそ の 内容で あ る 。 分量 として は最 も多い の で ，
こ こ
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で は ， 全冊の 記事総数 とそ の 内訳を大まか に下表の よ うに分類 した 。

表 1　 『東亜報』政治，商務，芸学諸欄項 目の記事総数と内訳

政治欄 商務欄 芸学欄

中国情勢 36 仏国情勢 3 中 日外 交 6 中国経済 12 他 国経済 7 民 生 技術 41

米西 戦争 28 独国情勢 3 中独外 交 5 日本経済 14 多国経済 6 軍用 技術 16

露国情勢 20 他国情勢 9 中米外交 2 米国経済 9 在 日華僑 3 世界地理 9

米国情勢 ll 多国外交 35 中韓外交 2 英国経済 3 小計 62 動植鉱物 5

日本情勢 10 中英外交 15 其他外交 5 露国経済 3 小計 71

英国情勢 8 中露外交 14 中 日教育 4 中 日経済 3

韓国情勢 5 中仏外交 8 小 計 229 仏国経済 2 合計 362

　政治欄 に は中国情勢をは じめ ，
フ ィ リピ ン

， キ ュ
ーバ の 覇権を め ぐる米西戦争に関する

記 事が 多く翻訳 され てい る 。 横浜 大同学校や京師大学堂 （北京大学の 前身）に関す る記 事

もこ の欄 に収め られ てい る 。 商務欄 に は 日本 ， 各国の 経済情報 ， 神戸 ， 横浜華商の 動 きが

採録 され て い る 。 芸学欄 に は 日常生活 に関す る発 明や知識の 紹介が 多 く採録 され ， 軍 用技

術に関す る紹介 も
一

定量 を 占め てい る 。

　 「経世文選」 欄 には清朝が発布 した 「上諭亅 （計 ll篇），論説，訳文，告示，報道，上奏

文 なども収録 され て い る 。 そ の 主なもの に は 日本人 中西某 の 寄稿 「清国遷都私議亅 （第 1，

5， 7 〜 8 冊連載 ， 約 2
，
980 字）， 駐神戸 大阪 領事鄒振 清の 「中国駐 日本 神 戸 大坂 領事諭華

人 閲東亜報告示 亅 （第 2 冊 ， 約 380 字），
「神 戸 中華会舘 来稿」 の 「与 日国神戸官商輯 睦宴

会叙」 （第 3 冊 ， 約 830 字），
「中国駐 日本公 使横浜大 同学校 立案稟批」 （第 6 冊 ， 約 220字）

な どが ある 。

皿　『東亜報』 の 翻訳 と東亜書局

1 ） 「新書訳 録」 欄

　『東亜報』に は 「新書訳録」欄 が あ り，そ こ に連載 され た翻訳文 に は ， 各冊 の 丁 数 とは別 に ，

「神戸東亜書局 （以下 「東亜書局」 と略す）叢書」 と銘打 っ た袋綴 じに ， 全誌 とは別 の 独

立 した継続 の 丁数が記 され て お り， 付 録 と して読者に贈 る こ とに な っ て い る 。 こ の 欄 目の

下 で ， 翻訳 して掲載 され た論著は，同時代最新の 「学問」 と 「思想」 に属す るもの で あ り ，

注 目す べ きで ある 。 そ の 概要は 以下の 通 りで あ る 。

　 「社会学新義」（第 1 〜 ll 冊連載 ， 約 9
，
200 字 ， 韓曇首訳述）の 原本 は ，

ス ペ ン サ ー
（Herbert

Spencer，斯配査 ， 現在の
一

般 的 な音訳 は 斯賓塞 ，
1820〜 1903） 著 The　Principles　of

Socio／ogy の 第
一

巻 の 日本 語 編 訳 本 『社 会学』 （博文 館 ， 通俗 教育全 書第 89 編 ，
1894

，

pp．1−65 ， 約 23
，
000 字） の

一
部で あ る。編 訳者 は渋江保 （号 は羽 化仙 人 ，

1857 〜 1930）

で あ る。 同書 「小引」 に は 渋江 が 「本 書 は元 来英 国の 碩 学 ス ペ ン サー 氏 の 社会 学原 理
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（Spencer
’

s　 The　Princiρles　 of 　Sociology ）第
一

， 第二 両 巻に基 きたれ ども ， 其の 高 尚の

議論 は卑近 の 議論 に換へ
， 其の 彼の 国 の 事例は我か邦の 事例に改 め ， 且 つ そ の 数千頁の 大

部 に至 る べ きもの を僅 々 百余頁 に縮 めたれ ば ，難易繁簡固 よ り同 日の 論 に あ らず」 と断

りを入れて ， 原 著を大幅 に 改編 した 通俗読 み物 で ある こ とを明言 して い る 。 ゆ え に 日本
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5）
で は ， 渋江 の こ の 「編訳」 著は ス ペ ン サ

ー
著作の 翻訳 と して 認 め られ て い ない ）。 た だ ，

「Sociology 」 の 日本 語訳名 の
一

つ 「社会学」 を 中国語 と して 用 い た の は ， こ の 「社会学新

義」 に よ る移植 が 最初 だ と され てい る （姚 純 安 ， 2006， p．46）。 な お ， 渋江 もか か わ っ た

博文館の 「万国戦史」 シ リ
ーズ は後に 中国， 韓国で も多く翻訳 され た （藤元直樹 ，

2004
，

pp 。63− 119）。

　「美国憲法 」 （第 1 〜 11冊連 載 ， 約 7
，
600 字 ， 康 同 文 訳 述 ） は 坪 谷 善四 郎 （1862 〜

1949）編著 『万 国憲法』（博文館，1888， pp．43− 75
， 約 14

，
　400 宇）の 第 2 章 にあた る部分 「北

亜米利加 合衆国」の 全 訳で あ る。同書の 「凡例」 に 「本書ハ 余ガ東京専門学校 二 在ル ノ 日，

其憲法科二 於テ数年間 ， 許多ノ諸学士 ヨ リ講授セ ラ レ タル 各国ノ 憲法 ヲ骨子 トナシ ，且 ツ

当時参考 トシ テ渉猟 セ ル 諸書ノ 中 ヨ リ ， 纂輯セ ル モ ノ ヲ之 二 附記 シ タ」 と記 して い るよ う

に ， 欧米諸 国の 憲法本文 と関連資料 が 輯 め られ て い る 。

　「万 国公 司新法」 （第 1 〜 6 冊連載，約 4
，
400 字 ， 橋本海関訳 ）の 日本語 「原著」 と して

比定で き るの は ， 草鹿丁 卯次郎 （1867〜 1931）が纂訳 した 『欧米各国株式会社要解』（博

文館 ， 1896
， pp．1− 18

， 約 7
，
000 字）第

一
編 の

一
部 で あ る 。 原編著者 は ベ ル リン 大学教授 ，

政 治 学者ボル ン ハ ッ ク ・コ ン ラ
ー

ド （Bornhak，　K。nrad
，
1861 〜 1944）で あ る 。

　「法国議 院選 挙法」（第 4 〜 ll冊連載 ， 約 5 ， 300字，韓曇首訳述）は ， 若林信夫が訳 した 「仏

国現行選挙法 」 （『法学協会雑誌』第 16巻第 6 号，6 月 1 日，pp．488− 512
， 約 13， 300字）

の うち，「貴族院議員選 挙法」 の
一

部を重訳 した もの で あ る。

2 ）神戸東亜書局 とその刊行物

　『東亜 報』の 「布 告」欄 には東亜 書局の 既刊書 として
， 表 2 の よ うな広告が掲載 され て い る 。

5） H ・ス ペ ン サ ーの The　Princiρles　of 　Sociology は，　Principles　of 　Sociology，　Vol．1　，　1876．

Ceremonial 傭 亡∫加 亡ゴoη3 傭 r 古 1y ゴn 阿 ，∬ of ・Pr加 ∫P1 θ30f 　300folo9丿∂，1879．　 Ecclesゴa5 亡foal

lnStitUtiOnS（Part　 Vlin　VOI．皿 Of 　PrinCipleS 　 Of 　SOCiology），1885．　 RrOfessional　 JnStitutions，

lndustrial　 Ins　titutions 　CParts四 ， 叨 fη Vc）1．　m 　 of 　Principles　 of 　Sociol 　ogy ），
　1896．に よ っ て

構成され て い る （中島重 『ス ペ ン サー』三 省堂 ，
1935

， pp．46−47）。 そ の うち，　 Vo1．1 は 『社 会学

之原理 』（乗竹孝太郎訳 ，外 山 正 一校 ， 東京経済講習会，1882） と し て ，V・ 1．皿 は 『政体原論』（大

石 正 巳訳 ， 松井忠兵衛発兌 ， 1883）， ま たは 『政法哲学』 （浜野定四郎，渡辺 治共訳，石 川半次郎出版，

1884−85） と して ， それ ぞれ 日本語に 訳 され て い た （宮永孝 ， 2011 ， pp．109−110）。 ちなみに，宮永

著書で は ，渋江編著 の 『哲学大意』（博文館 ，
1894

， 通俗教育全 書第 91 編）の 第
一

巻 「哲学の 論拠」

は ス ペ ン サー
の 「哲学原 理 」（First 　Principles）に基 づ い た もの と し て 紹介 され て い る （同上 ，p．119）

が ， 『社会学』は文 献
一

覧 （同上 ，p．218）に掲 げられて い は い るが，ス ペ ン サー著作 の 訳 作 と し て

の紹介はない 。
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表 2　『東亜報』掲載既刊 書籍広告一覧

既刊書籍 （計 9 点） 広告 開始 広告終了 発売開始 発売終了

日本 四十七侠士伝 （2 巻， 4 角） 第 1冊 第 3 冊 第 4 冊 第 11冊

開闢美洲 閣竜英航海家独列 幾合伝 （1 巻 ， 2 角） 第 1冊 第 3 冊 第 4 冊 第 11冊

日本竜馬 侠士伝 （2 巻 ，
4 角） 第 1 冊 第 6 冊 第 7 冊 第 11 冊

美 国鳥約京城風 土記 （1 巻，2 角半） 第 7 冊 第 7 冊 第 8 冊 第 11冊

俄国東洋軍政新策 （2 巻，6 角）
一 一

第 8 冊 第 11冊

日本七 十 三 義侠伝 （3 巻 ，
6 角） 一 一 第 9 冊 第 11 冊

日本名儒学案 （4 巻 ， 6 角）
　 一

第 9 冊 第 11冊

李吁江先生経国三 策 （3 巻 ，
4 角）

一 一
第 9 冊 第 11 冊

英丁 前後海戦紀 （1巻， 3角）
一 一

第 10冊 第 11冊

　上記表 2 の ほ か，東亜書局の 「刊行」 物 と して 下記の 書籍 ・図録が リス トア ソ プ されて

い る 。

　　【書籍】清 日戦争実記 ， 近世物理学新編 中法海戦記 ， 中国商業全 書 ， 英 国社会古今義 ，

　　万国近 世外 交史 ， 万 国新史提 要 ， 俄 国産業新書 ， 欧洲列 国新史 ，
五 大洲人 類種族考 ，

　　地 球 文 明開化史， 日耳 曼新史 ， 普通小 学答 問叢書十 六種 ， 万 国維 新政治学 ， 日本 維新

　　三傑伝 ， 日本歳計政要 ， 万 国交渉新公 法，英国 工 業新書，海戦万国公 法，亜歴 山大王

　　戦紀，欧美富国新策，俄 国近時大事記，万 国憲法 ， 平権 自由真義 ， 法 国新歴 史 ， 欧 美

　　強国新政治学博議 （以上第 1 〜 11冊掲載 ， 計 26点）。 万 国議院章程 ， 万 国選挙公理 （以

　　上第 4 〜 11冊掲載 ， 計 2 点）。 日本寛政勤王 三 奇士伝 （以上 第 7 〜 11 冊掲載 ，
1 点）。

　　俄国内政外 交史 ， 英 国古今歴 史 ， 亜美利 加繁盛記 ， 英美文 人伝，女学校胎教新法，長

　　命術 ， 催眠術 ， 進化新論 ， 俄国東方新政策 （以 上第 8 〜 ll冊掲載，計 9 点）。 美国憲

　　法 ， 欧美公 司新法 ， 仏 国議院現行選挙法 （以上 第 9 〜 11 冊掲載 ， 計 3 点）。 台湾戦記 ，

　　徳法文学史 ， 雄辯学 ， 国債新論 ， 幻灯 妙術 ， 山林新政法 ， 小学校万 国地 文 学答問，学

　　校管理 法答問 ， 小 学校万 国歴史答問 ， 意大利独立戦史 ，
日本維新前後大 事記 （以上 第

　　10 〜 11 冊掲載 ， 計 11 点）。総計 ： 52 点。

　　【図録】日本水産動物図 （7 幅， 10元）， 日清韓軍用 精図 （1元）， 動物 図 （6 元 8 角），

　　 日清韓大地 図 （3 元 5角），清国名勝図 （1 元）， 軍 用 日清韓明細図 （1 元）， 万 国名勝

　　図 （3 元 ），亜 細亜 洲全 地 図 （5 角）， 日韓清新撰輿地 全図 （1 元 ），満洲全図 （3 元 ），

　　支 那全 図 （5元 ）， 明細支那 全図 （5 角）， 支那 北京市街 図 （5 角）， 直隷湾総図 （8 角），

　　支那彊域沿革地図 （4 元），北河総図 （2 角），上海地 図 （5 角）， 北支那三 省地 図 （3 元 ），

　　遼東大連湾図 （1元 ）， 清 国渤海地 方 図 （1元）， 増訂 支那 新地 図 （1 元 ）， 新撰支那 全

　　図 （5 角）， 支那朝鮮新地図 （8角）。 （第 8 〜 11 冊掲載 ， 計 23 点）

　しか し ， これ らの 書名や 図録 名 か ら ，
「刊行」 とい うよ り，単に 日本の 書籍や 図録の 販
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売で あ っ た こ とが容易に推測 され る 。

　そ の ほ か
， 第 4 冊か ら第 6 冊まで に は ， 康有為の 『南海先生四上書記』（1 巻 ，

2 角 ， 大

同書局），『五 上書記』 （1巻，1 角），『孔子 改制考』 （10巻，2 元 ），『新学偽経考』 （6 巻 ，
2 元 ，

広州万木草堂） な どの 広告 も掲載 され て い る。

　東亜 書局 につ い て は ， 前 出 『湘報』の 「東亜報 啓」 に は 「本館は雑誌 を刊行す るほ か
，

商務 など重 要 な書籍 の 翻訳 も兼 ねて 行 い ，同志 の 要望 に 応 じる。 中外官憲へ の 申請を経て ，

凡そ雑誌 に掲載 された文章と翻訳印刷 した書籍を ， 部外者の 翻訳 と面 目を換え て刊行す る

こ とを許 さず，違反 者 に対 して は必ず糾弾す る 1 （中華書局復刻版，2006， p．680） との
一

項を掲 げて い る 。 こ の 措置は ，
こ の 時期に浮上 して きた 日本語書籍 の 漢訳 をめ ぐる版権紛

議 （狹 間 直 樹 ， 2002a
，
　 pp．51

−58
，

2002b
，
　 pp．　le3

−109） （李海 ，
2010

，
　 pp．62−73 ，

2ell
，

pp．29−40） を回避する ため の 対策で あ り，創設 当初 か ら 「新書訳 録」 欄 をそ の 媒体 と して ，

翻訳事業 に本格的に 取 り組 もうとした 『東 亜報』同人 の 意図 の 現 れ で あ っ た だ ろ う。 現在 ，

「東亜 書局 叢書」 6 点が 中国国家図書館 に所蔵 され て い る。

　（1）『開闢 美洲 閣 竜航海家独列 幾合伝』（二 巻），橋本海 関訳

　（2）『美国 鳥約京城風 土記 』 （
一

巻）， 大橋 鉄太 郎 訳

　（3）『英丁 前後 海戦紀』， （美国）賢独滑独希茲配痕撰 ， （日本）安住宗俊訳

　（4）『日本竜馬 侠士 伝』（二 巻）， 愚山真軼郎撰

　（5）『日本七十三 義侠伝』（三 巻）， 韓曇首撰

　（6）『李肝江先生 富国策』 （三 巻）， （宋）李覯撰

　 さて ， そ もそも 日本書籍 の 翻訳 は康有為 ら維新派 の 重要 な事業 の
一

つ で あ っ た 。 1897

年夏か ら冬 に か けて ， 康有為 は 明治 26 （1893）年 刊行 の 『東京書籍出版営業社組 合員書

籍総 目録』 を 「改編」 し， コ メ ン トを加 えた 形 で ， 『日本書 目志 』 と題す る書物 を 自作 と

して ， 進呈 ， 刊 行 した （王宝 平，2010
， pp．13−29）。 また ， 康有為はその 代筆 の 上奏文 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や や

お い て ， 日本語 に つ い て ，「そ の 文 字は我 らの と同様で ，ただ文法に は稍順序の 顛倒があ る 。

それ を学 んで数 カ月 た て ば ， 大 い に精通で きる 。 人 み な翻訳 の 務め を果 たす こ とが で きよ

うに な る。若 し資金が充実すれ ば ， 更 に多く人材 を育成 し
， 数年の うちに ， 泰西 ， 日本の

各学問の 主 要な 書籍 を翻訳 し尽 くす こ とが で き る」 （康 有為， 1898） と言い ， 日本語書籍

の 翻訳 を提唱する とと もに ， それが簡 単に実現 で き る との 考え を示 した 。

　その 実践の
一

つ として ， 上 海で大 同訳書局 が康広仁 （康有為 の弟 ，1867 〜 1898）を 「経理 」

として 開設 され た 。 大 同訳 書局 は明末清初の 思想家黄宗羲 （1610〜 1695）の 『明夷待訪録』

を翻刻 した ほか
， 日本書籍の 翻刻 ・翻訳に も着手 した 。 中江兆民の 『民約通議』（原書名

『民約訳 解』，
1882）， 樽井藤吉 （1850〜 1922）の 『大東 合邦新義』 （原書名 『大東合邦論』，

1893）の 翻刻や ， 博文館の 「万 国戦史」 シ リーズ な どの 翻訳 は ， その 成果の
一

部で あ っ た

（鄒振環，2012，pp．　178
−206）。 さ らに ， 大 同訳書局の 訳す べ き 日本の 書籍を調 査収集す る

こ と と ， 協力 で きる 日本人を探すた め に，韓曇首が 日本 に派遣 され た 。 そ の 結果 として 『東
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亜報』が刊行 され た （丁 ・趙 ， 島田 ，
2004

， p．355）。 大同訳書局 と同 じ趣 旨の 下で 翻訳事

業を担 っ た 「東亜書局叢書」 の 刊行 は ， 康有為 らが 中国国 内にお い て 所期通 りに実現で き

なか っ た こ の 事業を ， 僅か で は あ るが
， 日本で 継続 ， 実現 したの で あ る 。

3 ）採録原紙誌 とその 表記

　『東亜報』の 翻訳記事 に 対す る照合作業は ，示 され た 日本語 の 書籍 ・紙誌の 原本デ ータ

に基 づ い て 調 べ れ ば ， その 大半 を滞 りな く進 め る こ とがで きた 。 しか し ， 原紙誌その もの

や記 事が見 当た らない 場 合が あ っ た 。
こ れ らの 「未 見 」 記 事は ， 今後の 発 掘に待 っ

。 こ こ

で は ， 『東 亜報』に採録 され た 日本の 紙誌 の 「訳紙誌名」 と原紙誌名 との 関係 に つ い て ，

ま とめ て み た 。 下記 2 表 が それ で あ る 。

表 3　『東亜報』採録新聞
一

覧

原紙名 訳紙 名 （掲載冊 ＊1）記事 数 ＊2 原紙名 訳紙 名 （掲載冊 ＊ 1）記 事数 ＊2

日本 日本報 13 （3） 東京 日 日新聞 東京 日報 8

東京 日本報 （
一
） （1） 東京 日 日報 4 （1）

国民報 （八 ） 1 東京報 3

東京 報 （二 ） 1 毎 日新 聞 毎 日新報 7 （1）

国民新聞 国民新報 21 （4） 毎 日報 3

国民報 17 （3） 東方報 （六 ） 1

日本 国民報 3 （1） 倫敦報 （七 ） 1

国聞新報 （三） 1 東邦報 （八 ） 1

朝鮮京城報 （四） 1 大 阪毎 日報 （八） 1

倫敦報 （七 ） 1 神戸 又新 日報 神戸 又新報 （10）

東邦報 （八 ） 1 神 戸 報 1 （3）

時事新報 時事報 38 （4） 又 新報 （2）

時事新報 16 （3） 大阪 朝 日新聞 大阪朝 日報 38 （1）

東京 時事報 3 （2） 大坂朝 日新報 5 （1）

東京時事新報 2 大阪報 6

時事 日報 （三） 1 東 邦報 3

倫敦報 （
一

） 1 朝 日報 2

英京倫敦報 （二 ） 1 大阪毎 日新聞 大坂毎 日報 （二 ） （1）

美国報 （三 ） 1 万朝報 万朝報 （七 ） 3

日本新報 （四 ） 1 琉球新報 琉球新報 （九） 3

麻尼 剌報 （五 ） 1 原 紙数 ： 10 「別名」 紙数 ：41215 （41）

説明 ：＊1， 該当紙 か らの 採録 記 事が
一

つ の みの 場合，掲載冊数 を（ ）の 中に漢数字で 示す 。

　　　＊2
， 第 1 〜 11 冊の 採録記事数の 合計 と （ ）内 の 「未見」 の記 事 数 を示 す 。
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表 4 『東亜報』採録雑誌
一

覧

原誌名 訳誌名 （掲載冊 ＊1）記 事数 ＊2 原誌名 訳誌名 （掲載冊 ＊ 1）記 事数 ＊2

太 陽 太 陽報 14 東洋経済新報 東洋経済報 7

太陽 （五 ） 1 東洋経済雑誌 （三 ） 1

東邦報 （十） 1 東洋経済新報 5

日本人 日本人 報 2 東洋商業新報 （三 ） 1

早稲田学報 早稲田 学報 7 （1） 工 業雑誌 工 業報 25

哲学雑誌 哲学報 2 工 芸報 4

陽明 学 陽明学報 （四） 1 美国工 芸報 2

外 交 時報 外 交時報 2 （1） 美国工 業報 2

国家学会雑誌 国家学会雑誌 （四） 1 （1） 英京倫敦報 2

国家学会報 （八 ） 1 美国格致報 （
一

） 1

東邦協会報 東邦協会会報 2 美紐 約 報 （
一

） 1

法学協会雑誌 法学協会雑 報 7 美国芸学報 （
一

） 1

法学新報 法学新報 3 徳国電 報 （
一

） 1

地質学雑誌 地 質学報 2 東方報 （二 ） 1

中外医事新報 中外医事新報 （
一

） 1 俄東方報 （二 ） 1

動物学雑誌 動物学報 （
一

） 1 美国医報 （二 ） 1

農業雑誌 東京農学報 （三） 1 芸業報 （二 ） 1

東 京 人 類
学会雑誌

東京人 類学会雑誌
（四）

1
英工 業報 （二 ） 1

美技芸報 （五 ） 1

植物学雑誌 植 物学雑報 （九） 1 工 業雑誌 （十
一

） 1

東京経済雑誌 東京経済報 8 （1） 原誌数 ： 19 「別 名」 誌数 ： 40118 （4）

説明 ： ＊1，該 当誌か らの 採録記 事が
一

つ の みの 場合，掲載冊数 を（ ）の 中に漢数字で 示す 。

　　　＊2
， 第 1 〜 11冊の 採録記事数の 合計 と （ ）内の 「未見」 の 記事数を示す 。

　上記 2 表 の うち ，
ゴ シ ッ ク体の 「訳紙誌名」 は原 紙誌名 と

一
致 した もの で あ り，その 他

は訳文に表記 した原紙誌名 と異な る ，
「創作」 され た 「別名」 で ある 。 調査の 過程で 運良く，

偶 然 に 「別名」 の 紙誌 に 掲載 され た訳 文の 内容 を ， 原紙誌名 にあ る原文 と照合で きた もの

も少な くなか っ た 。

　採録 され た 新聞は 10 紙 も しくは 9紙で あ る 。 そ の 多 くは 『時事新報 』『国民新聞』『大

阪朝 日新聞』『日本』な どで あ っ た 。

一方 ， 採録 されて い る雑誌 は ，
19 誌 に もの ぼる が ，

1記事の み の 採録が 6誌 ，
2 記事の み の 採録 5誌が ある 。 多くの 記事 は『工 業雑誌』『太陽』『東

洋経済新報』『東京経済雑誌』『法学協会雑誌』な どに集中 して い る 。 その うち 『工 業雑誌』
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か らの 記事に対 して 付け られた 「訳誌名」 は 「創作」 の 域を越えて い る 。

　なお ， 『虫害駆 除報』『神 戸 時報』両誌の 刊行 が確認 され て い るが ， 現物 は 目睹で きて い

な い 。
「徳国植物報」 「英倫報」 「美国報」 「東洋報」 「海外実業彙報」 「電気報」 とい っ た 6

紙誌 か らの 計 16項の 翻訳記事 に つ い て は ， それ ら諸紙誌の 刊行 自体が不 明 ， 或い は訳者

に よる 「創作」 か もしれ な い の で ， 原文 との 照合が で きて い な い
。 なお ， 『東亜報』に とっ

て の 地元紙 『神戸又 新 日報』の 記事 に つ い て は ， こ の 時 期の 原紙の 欠号が多くあ っ たの で ，

1 記事を除い て
， 殆 どの 照合がで きなか っ た 。

　そ の ほ か ，「芸学」 欄 に収録 され た ，「欧美百家 随筆」 （第 1 冊） と 「欧美異聞記」 （第 8

〜 11 冊） と銘打 っ た埋 め草的な記事 （計 23項 目） は ， ともに 山田義則校閲 ， 森斌訳輯 に

成 る 『
一

覧博識欧米百家随筆』（中村善五郎 ，
1887）か らの 翻訳で あ り，第 11冊に掲載 さ

れた 「西洋機器抄紙法」 は内山正 如 （号は幻堂，1865〜 1922） が総編輯 を務 め た叢書 『実

地応 用技芸百科全書』（全 12編 61巻，博文館 ，1889）の 第 9編 の
一

部 を成す星野旭峯編 「抄

紙法」 （pp ．3478−3498）の翻訳 であ るこ とが ， それ ぞれ判明 した 。

おわ りに

　梁啓超は 『東 亜報』停刊三年後の 『清議 報』最終 号 （第百冊 ，
1901 年 12 月 10 日）に おい て，

「本館 第百 冊祝 辞 並論 報館 之責任 及本 館之経歴」 を発 表 した が ， そ の 第三 節 「中国報館之

沿革及其価値亅 で は ， 兄弟子た ちが手 が けた 『東亜 報』に つ い て言 及せ ず，わずか に そ の

附録の 「中国各報存佚表 」 で 「東亜報　神戸 　佚 」 と記述 した に 過 ぎなか っ た （梁啓超 ，

1901
，　p．6399）。

　 戊戌変法維 新運動は 中国 の 啓蒙運 動 として の 意味だ けで は な く， 日 中の 思想連鎖 にお い

て も
一

つ 大 きなき っ か け とな っ た。この 動 きの 中で ，日 中の 民間知識人の 手 に よる『東亜報』

は ， 梁啓超が横浜で 手が けた 『清議報』に先だ っ て ， 神 戸 を拠 点に ，思想連鎖 の 第
一

歩 で

あ る翻訳 とい う知的 営為 を通 じて ， 新 しい 情報 と学問 ・思想の 紹介に 取 り組ん た 。 しか し『東

亜 報』同人 は梁啓超 の よ うに 言論界の 表舞台で 活 躍を続 けて い なか っ た し，『東亜 報』 に

つ い ての 回顧談な ども殆 ど残 して い なか っ た ため ， 雑誌 その もの と同人 の 存在 が忘れ去 ら

れ ， 彗星 の 如 く言論界か らその 姿を消 した 。 しか しなが ら ，

一
瞬 とい え ども ， そ の 輝 きは

放たれた の で ある。
ま た ， 日中の 文 士 ， 在 日華僑をつ な ぐ人 的ネ ッ トワ

ー
クを培 っ た とい

う意味に お い て （蒋海波 ，
2012

， pp．69−85）も，『東亜報』の 残 した 功績は 注 目す べ きで あ る 。

　
一

方 ， 『東亜 報』に は ， 翻訳 に お ける省 略を は じめ ， 誤 訳や不 適切 な ， 恣意的な改作の

跡 が散見す る 。 これ は 中国語 と 日本 語 の 性 質上 の 隔た りに対す る 『東亜報』同人の 認識 が

必要に して 十分な程度に まで 達 してい なか っ た こ とを物語 っ て い る 。 当時の 日本語 の 文章

が如何 に 多くの 漢字漢語 を含む とはい え， 漢文訓読体や漢字仮名交 じ り文 な ど，複雑 な来

歴 を持 つ 日本 語 の 文 体は ， 康有為が言 う 「学んで 数 カ月た て ば ，大 い に精通 で き る」 もの
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で もな けれ ば ， 日本に亡命 して きた梁啓超 らが提 唱 した 「和文 漢読法」 の よ うな安直な メ

ソ ッ ドで 読解 ・
翻訳で き る ほ どた や すい 代物 で もな か っ た （李海 ， 2010， pp．113−128）。

こ うした 日中両文にお ける意味の 隔た りに対 す る認 識の 甘 さは ， 近代東ア ジ ア 「文明圏」

の 中に 共通言語を探 る試 み の 可能性 を開い た反 面 ， 日中の 「思想連鎖」 がそ の 第
一

歩か ら，

翻訳の ズ レ に よ る浅薄な理 解 ， 甚だ し くは 齟齬 と誤解 ， 離反 の 危険性 さえ孕 ん で い た こ と

も示 して い る 。

　これ らの 現象が生 まれ た根底 には ， 伝統 的学問 と近代知 の 枠組みの 乖離が あ る 。 翻訳 の

対象とな っ た 日本語 に よる哲学， 社会学 ， 宗教学な どの 論著に 対 して ， 『東亜報』同人 は

技術 的に は漢学の 素養 を基 に，漢字語 彙の もつ 複合的な表 意機能 を活用 して 翻訳に取 り組

んだ 。 しか し ， 新たな知の 領域 の 出現 とい う学問体系 上の 変転 を 中国固有の 学問構 造の 中

に どの よ うに定位 させ るか に つ い て は ，『東亜 報』同人 は なすす べ を持 た なか っ た 。
こ う

した 新た な 知 の パ ラダイ ム の 消化不 良な い しは未 消化，更 に拒絶 とい う傾 向は， 「宗教」

欄に顕著に表れて い る。 当時康有為 らが描き出 した孔子 像や儒教の 新たな解釈 を以 て人 々

の 意識 を変え よ うとした試 みは
， 中国国内で 激 しい 反発 に遭 っ ただけで はな く， 日本にお

い て も儒教理 解の 口中間 の 乖離 状況 に 直面す る こ とに な っ た 。 結局 ， こ の 欄 目の 内容は 途

中で ， 地理 知識 の 翻訳 に変更 され ，
「宗教」 とは 有名無実な もの に な っ たの で ある 。

　 以 上，『東亜 報』 に係 わ る諸 事項 に つ い て ， 初歩的 な研 究 と して の 紹介 と分析を行 っ て

きた 。 『東亜報』 の もとに結集 され た 日中の 知識人が ， 日本 の 情報 と思想 を吸収 ・紹介 し ，

その 成 果の
一

部 を 「神 戸東亜書局 叢書」 と して世 に送 り出 した 。 今後 ， 『東亜 報』にお け

る翻訳 の詳細 ， その 人的ネ ッ トワ ーク と経験が 日本亡命後の 梁啓超や，留学生 に如何に 伝

達 ・ 継承 され ， 彼 らの 翻訳 作業 に影響 を与えた の か ，な どの 問題 に つ い て 検討 を さ らに深

めて い きた い 。

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 （し ょ う　 か い は ・武庫川女子大学非常勤講師）
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